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《 

展
示
の
内
容 

》

　今
回
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
幅
広
く
、

出
土
品
や
工
芸
品
、
様
々
な
歴
史
資
料
を

展
示
し
ま
し
た
。久
留
米
市
の
衛
星
写
真
、

「
久
留
米
市
鳥
瞰
図
」（
吉
田
初
三
郎
、
絹

本
原
画
）、「
小
銅
鐸
」・「
権ご

ん
げ
ん
づ
か

現
塚
古
墳
の

人
物
埴は

に
わ輪

」・「
隈
山
２
号
墳
の
山く

ち
な
し梔

玉
」

（
い
ず
れ
も
市
指
定
文
化
財
）、「
小
野
川

才さ
い
す
け助
化
粧
ま
わ
し
」、「
鬼
夜
の
大
松た

い
ま
つ明
」

（
実
物
の
１
／
３
レ
プ
リ
カ
）、籃
胎
漆
器
、

久
留
米
絣
、
発
掘
調
査
で
実
際
に
使
わ
れ

る
道
具
や
図
面
な
ど
で
す
。
久
留
米
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん

に
「
ま
ち
の
宝
も
の
」
の
情
報
提
供
を
呼

び
掛
け
ま
し
た
。

《 

久
留
米
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画 

》

　本
展
で
は
、
久
留
米
市
の
文
化
財
保
護

行
政
に
お
け
る
今
後
の
指
針
と
な
る
「
久

留
米
市
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
の

久
留
米
歴
史
物
語

ー
見
つ
け
守
り
、
活
か
し
伝
え
る

沢山集まった「まちの宝もの」情報

　
　
　会
期：令
和
４
年
７
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
10
月
４
日（
火
）

　市
内
各
地
に
は
、
筑
後
川
に
よ
り
育
ま

れ
た
歴
史
文
化
を
背
景
と
す
る
様
々
な
歴

史
物
語
（
ス
ト
ー
リ
ー
）
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
多
く
の
歴
史

遺
産
を
生
み
出
し
、
私
た
ち
は
市
内
の
至

る
所
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　そ
れ
は
神
社
や
石
造
物
、古
墳
、祭
り
、

古
文
書
、
習
俗・習
慣
な
ど
多
岐
に
及
び
、

こ
れ
ま
で
地
域
の
方
々
に
よ
っ
て
大
切
に

守
り
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。展
示
で
は
、

本
市
の
歴
史
文
化
と
保
護
の
歴
史
、
市
民

と
と
も
に
歴
史
遺
産
を
保
存
活
用
し
て
い

く
た
め
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し

た
。

　
　
　会
期：令
和
４
年
10
月
９
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　〜
11
月
７
日（
月
）

　久
留
米
市
で
は
、
久
留
米
に
設
置
さ
れ

た
俘
虜
収
容
所
に
つ
い
て
、
ま
た
、
ド
イ

ツ
兵
捕
虜
と
久
留
米
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
よ
り
多
く
の
方
に
紹
介
す
る
た
め
に
、

資
料
の
収
集
や
公
開
・
活
用
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
収
容
所
で
の
生
活
や
収
容

所
で
の
娯
楽
な
ど
５
つ
の
テ
ー
マ
を
設

け
、
久
留
米
大
学
御
井
図
書
館
が
所
蔵
す

る
写
真
や
楽
譜
な
ど
の
資
料
と
、
久
留
米

市
が
所
蔵
す
る
関
連
資
料
の
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
本
展
示
会
は
、
久
留
米
大
学
と

久
留
米
市
に
よ
る
初
の
資
料
展
共
同
開
催

と
な
り
ま
し
た
。

久
留
米
大
学
・
久
留
米
市
共
催

「
久
留
米
俘ふ
り
ょ虜
収
容
所
の
風
景
」
展

展示会場の様子

紹
介
も
行
い
ま
し
た
。
こ
の
計
画
で
は
、

歴
史
遺
産
を
活
か
し
伝
え
る
新
た
な
仕
組

み
と
し
て
「
筑
後
川
遺
産
」
登
録
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
大
切

で
伝
え
残
し
た
い
と
思
う
モ
ノ
や
コ
ト
を

歴
史
遺
産
と
呼
び
、
共
通
の
ス
ト
ー
リ
ー

で
つ
な
が
る
歴
史
遺
産
を「
筑
後
川
遺
産
」

と
し
て
、
地
域
と
と
も
に
保
存
・
活
用
し

て
い
く
た
め
の
制
度
で
す
（
地
域
計
画
の

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
）。

《 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

》

　10
月
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し

ま
し
た
。
通と

お
り
ま
ち町界

隈
を
歩
き
な
が
ら
歴
史

遺
産
を
見
つ
け
、
歴
史
ス
ト
ー
リ
ー
を
考

え
ま
し
た
。
指
定
や
登
録
さ
れ
た
「
文
化

財
」
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
で
昔
か
ら
伝

わ
る
も
の
全
て
が
歴
史
遺
産
で
す
。
そ
の

遺
産
に
気
づ
い
た
と
き
、「
見
つ
け
守
り
、

活
か
し
伝
え
る
」
物
語
が
始
ま
り
ま
す
。まち歩きの様子

本市所蔵のレリーフ（左）と煙草入れ（右）。
どちらも捕虜が制作した

ち  

ょ 

う   

か
ん  

ず


